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SUCCESS STORY

Hyundaiの統合顧客データ
ベース (ICDB)  

弊社の専門家によるデータ統合ソリューションによ
り、8500万以上のお客様データの情報インフラスト
ラクチャを合理化

Key Areas of Expertise 
Demonstrated

実証された主な専門分野

広範なKPI の開発
80 以上の KPI を開発し、さまざまなプラッ
トフォームでシームレスかつ効率的なデータ
伝送を確実にし、主要なパフォーマンス指標
の正確な追跡と測定を可能にしました。

高度なデータベース管理とその最適
化
車両検査プロセスとサービス運用の詳細な説
明は、自動車サービス業界の要件と課題を深
く理解していることを示しています。

複雑な手順のロジック 
150 の手順に対するロジックを実装し、150 
のエンティティの日々の更新を確保し、デー
タ管理プロセスの全体的な効率と正確性を高
めました。

ビジネスの成果
100%のデータの集約化
6 つの異なるプラットフォームから統合データベースにお
客様のデータを統合することに成功し、すべてのお客様の
情報に対して単一の真実の情報源を確保しました。

47% のデータ削減
Hyundaiの顧客レコードを8500万件から4500万件に削減
し、データ量が47%削減され、データ管理が合理化されま
した。

80% の精度
日々のデータフィルタリングで80 %の精度を維持し、信頼
性と高品質の顧客データを確実に保護しています。

50% のストレージコストの削減
データの冗長性を減らし、ストレージ使用量を最適化し、
ストレージコストを半分に削減することで、大幅なコスト
削減を実現しました。

レポート作成の早期化
レポートの生成を以前のOBIEEシステムとに比較し60 %高
速化し、タイムリーで実用的なビジネス見解を提供してい
ます。

効率的な日々のデータ移行
日々のデータ移行プロセスが2時間以内に完了することを
確実にし、運用上のニーズに合わせて最新かつ正確なデー
タの可用性を担保しています。
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CUBASTIONの概要

Cubastionは、グローバル企業がミッションクリ
ティカルなシステムと運用を実行しながら、ITの近
代化、データアーキテクチャの最適化、プラット
フォーム全体のセキュリティとスケーラビリティの
確保を支援致します。世界の大企業やインドの公共
部門の事業部門は、Cubastionが新しいレベルのパ
フォーマンス、競争力及び顧客体験を推進するため

のサービスを導入することに信頼をおいています。



18年間にわたり、Cubastionは異なる文化、異なる
地域の世界中の5億人以上の人々の業務に影響を与
え る ソ リ ュ ー シ ョ ン を 構 築 し て き ま し た 。

Cubastionの詳細につきましてはcubastion.co.jp を
ご覧ください。

エンタープライズアプリケーションの統合(EAI): 
EAIは、運用データソースとして機能した
MariaDBへの異なるシステム（NDMS、GCRM、
AWS、Blue Link、My Hyundai、CTB）からの
データのシームレスな流れを促進しました。この
統合により、効率的なデータ転送と集中したデー
タ管理が可能になりました。

Salesforceの統合の為のデータマート: 
Salesforceとの統合のために標準化されたグロー
バルテンプレート（Data Mart）が作成され、そ
れぞれに一意の顧客識別子にリンクされている顧
客、サービス、請求書、および見込客のテンプ
レートが含まれています。 これにより、お客様の
データを一元的かつ包括的に表示することができ
ました。

背景
Siebelライセンスの有効期限切れが迫り、Salesforce
への移転・移行が決定されると、Hyundaiは、新 
Dealer Management Systems（NDMS）、
GCRM（Global Customer Relationship 
Management）、AWS、Blue Ink、My Hyundai App
など、さまざまなプラットフォームにお客様データが
連携されているため、いくつかの課題に直面しました
が、CTB（Click to Buy）やSalesforceとの統合のた
めのお客様情報を統合する一元化されたシステムがあ
りませんでした。

直面した課題
分散された顧客データ
Hyundaiの顧客データは、6つの異なるプ
ラットフォームに分散化されていました。こ
のような一元化されていない状況下で、顧客
情報を一元的に管理してアクセスすることが
困難になっていました。

データの冗長性と高いストレージコ
スト
さまざまなプラットフォーム上で重複したエ
ントリが作成されるため、ストレージコスト
が高く、非効率なデータ管理が行われていま
した。

集中したデータ管理の不在
統合したシステムが不在のため、お客様、請
求書、および納期データが異なるデータベー
スに保存され、お客様とのやり取りにおいて
全体を見たやり取りができなくなっていまし
た。

Siebelライセンスの期限切れ
Hyundai の既存の Siebel ライセンスの有効
期限が迫っていたため、Salesforce などの新
しい CRM システムへの移行が必要になりま
したが、 この移行には、継続性を確保し、
データ損失を回避するための慎重な計画が必
要となっていました。

柔軟性の無いレポートシステム
既存のSalesforceのサービスでは、カスタマ
イズされた顧客レポートとKPIを生成する柔
軟性に不足していたため、データから実行可
能な見解を引き出すことができませんでし
た。

Hyundai向け統合顧客データ
ベース (ICDB)
ケーススタディ
弊社の専門家によるデータ統合ソリューションによ
り、8500万以上のお客様データ情報インフラストラ
クチャを合理化

弊社のアプローチ
統合されたデータマネージメント
統合顧客データベース (ICDB) ソリューションを実装
し、Python ベースのロジックを使用してさまざまな
ソースからのデータを集約しました。エンタープライ
ズアプリケーション統合（EAI）を活用すると、デー
タがMariaDBにシームレスに流れ、クリーニングと重
複排除が可能になり、最終的には、統合されたお客様
情報を「ゴールデンデータ」として提供され、
Salesforceとの統合が可能になりました。

ソリューション

統合顧客データベース (ICDB): ICDB ソリュー
ションを開発し、Web サイトを含む、販売代理
店やCTB ポータルなど、さまざまな外部ソースか
らのデータを集約しました。Pythonベースの独自
の顧客識別ロジックを活用して、Hyundaiの顧客
レコードを8500万から4500万に削減し、重複を
効果的に排除し、ストレージ容量を最適化しまし
た。

データ移行と最適化: PL/SQLとInformaticaが
MariaDBを改良するために利用され、生データを
まとまりのあるエンティティに変換しました。顧
客レコードの正確性と整合性を確保するために、
データの重複排除プロセスが実装され、履歴デー
タは ICDB に移行され、日々の増分更新がスケ
ジュールされ、データの鮮度が維持されます。
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